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１  課題設定の理由 

今日の日本では iPS細胞やヒッグス粒子など様々な研究がおこなわれている。その１つに、

2011 年の東日本大震災によって停止した原子力発電に代わる新たな発電として自然エネルギ

ーを使った発電の研究が注目されている。そこで私たちは、自然エネルギーを使った発電は、

愛媛県でどのくらい実施されているのか疑問に感じ、風力発電・水力発電について調べた。 

２  仮説 

    愛媛県は水力発電・風力発電ともに全国的に少ないほうではないかと考える。水力発電は、

ダムを使った発電方法が一般的ではないだろうか。 

３  研究の方法 

(1) インターネットで検索する。 

(2) 共通している点を探す。 

(3) グラフにしてまとめ、考察する。 

４  結果と考察 

(1) 水力発電 

一般的な水力発電の方式には３種類ある。揚水式と自流式と貯水式（調整池式）である。

揚水式とは、夜間に水をくみ上げ昼間に水を落とし発電する方法である。自流式は、川の流

れをそのまま利用している方法である。貯水式とは、貯めておいた水を流し発電する方法（ダ

ム）である。全国的に１番多いのは自流式である。貯水式と揚水式はあまり多くない。 

○ メリット 

・温室効果ガスを放出しない。      ・酸化物を放出しない。 

・山が多く、起伏の多い日本に適している。  

○ デメリット 

・ダムを作る場合、周辺地域の自然環境を破壊する。 

・雨が降る量によって発電量が左右される。 

現在、愛媛県には１２の水力発電所があり、発電量の多い順にまとめた（図１）。 

   柳谷がもっとも発電量が多い。次に、 面河

第三、面河第一と続く。久万高原町がもっとも

発電量が多い。前述の３つのダムはいずれも久

万高原町にある。また、この３つのダム以外に

もいくつかある。設置基数が多いということも

あるが、近くに四国カルストがあり、傾斜が急

な所が多いことも関係しているのではないだろ

うか。 

(2) 風力発電 

   今から約 120年前に発電用として使われはじ

めた。1970 年代のオイルショックの後、本格的

に大量に使われ始めた。風車は風の吹いてくる

図１：愛媛県における水力発電所の発電量の

割合（データ参照：四国電力 HP） 



方向に向きを変え、常に風の力を最大限に受け取れる仕組み。また、台風などの強風時には

自動的に停止する。 

   ○ メリット 

    ・新エネルギーの中では最もコストが高い ・工事期間が短い 

・電気への変換効率が高い 

   ○ デメリット 

    ・騒音被害や電波障害が起きる可能性がある 

    ・景観を壊す可能性がある ・野生生物への影響もある 

   日本全国には、約 1900 が設置されている。都道府県別の発電量の多い順にまとめた（図

２）。愛媛県は 15位だった。発電量上位の地域に共通しているのは、リアス式海岸があると

いうことだ。リアス式海岸と風力発電には何か関係があるのではないだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  まとめと今後の課題 

  新エネルギーにはこれら以外にも波力や地熱発電といった様々な種類の発電方法がある。ま

たそれぞれの発電には、共通したメリットやデメリットがある。どの発電も設置場所に条件が

あるため、設置台数に限りがある。また、一定した発電量を得られないため、不安定である。

さらに、地域の気候などの特徴を調べ、普及させることも必要だ。 
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